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第58回 中国・四国地区高等学校PTA連合会大会

　
７
月
15
日
（
金
）
、
高
松
市
の
レ
ク
ザ
ム
ホ
ー
ル
に
て
、

「
発
信
！
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
ふ
る
さ
と
の
ソ
コ
ヂ
カ
ラ
〜
空
と
海

　
オ
リ
ー
ブ
の
く
に
か
ら
〜
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
香
川
大

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
香
川
県
よ
り
８
０
２
名
、
中
国
・
四
国
地
区
各
県
よ
り

１，
１
１
６
名
、
総
勢
１，
９
１
８
名
の
多
く
の
ご
参
加
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
会
員
の
皆
様
に
深
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
大
会
の
開
会
行
事
で
は
、
中
国
・
四
国
地
区
高
Ｐ
連
会
長

と
香
川
県
教
育
長
の
手
話
通
訳
を
県
立
三
木
高
校
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
同
好
会
の
生
徒
2
名
が
行
い
ま
し
た
。
高
校
生
ら
し
い

爽
や
か
な
手
話
通
訳
で
あ
り
、
日
頃
の
手
話
学
習
の
成
果
を

発
揮
し
ま
し
た
。

　
講
演
は
、
本
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
、
演
出
家
　
宮
本
亜
門

氏
に
「
違
う
か
ら
面
白
い
、
違
わ
な
い
か
ら
素
晴
ら
し
い
」

の
演
題
で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
他
の
子
ど
も
と
違
う

趣
味
を
冷
や
か
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
引
き
こ
も
り

が
ち
に
な
っ
た
自
身
の
経
験
を
紹
介
し
、
背
中
を
押
し
て
く

れ
る
人
と
の
出
会
い
に
よ
り
「
違
う
意
見
や
視
点
が
あ
っ
て

い
い
。
そ
う
思
え
る
こ
と
で
小
さ
な
自
信
が
芽
生
え
て
き
た
。

人
生
は
舞
台
。
自
分
で
脚
本
を
書
き
、
演
出
す
る
も
の
。
人

と
違
う
こ
と
を
恐
れ
ず
、
目
的
に
向
か
っ
て
今
生
き
て
い
る

こ
と
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
の
研
究
協
議
で
は
、
岡
山
県
・
高
知
県
・
香
川

県
よ
り
ご
発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
校
に
お
け
る
熱
心
な

取
り
組
み
や
活
動
発
表
に
終
始
し
、
大
変
意
義
あ
る
協
議
と

な
り
ま
し
た
。

　
高
校
生
に
よ
る
発
表
で
は
、
県
立
琴
平
高
校
な
ぎ
な
た
部

に
よ
る
「
リ
ズ
ム
な
ぎ
な
た
」
、
坂
出
第
一
高
校
食
物
科
料

理
研
究
部
に
よ
る
「
料
理
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
、
県
立
高
松

商
業
高
校
書
道
部
に
よ
る
「
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
を
披

露
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
農
業
科
の
高
校
生
に
よ
る
生
産
品
販
売
も
大
盛
況

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
が
高
校
生
の
ソ
コ
ヂ
カ
ラ
を
存
分
に

発
揮
し
ま
し
た
。

　
閉
会
行
事
で
は
、
中
国
・
四
国
地
区
高
Ｐ
連
会
長
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
来
年
の
開
催
県
と
な
る
山
口
県
高
P
連
会
長
の

歓
迎
の
あ
い
さ
つ
で
大
会
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
皆
様
の
ご
厚
意
と

ご
協
力
に
よ
り
、
滞

り
な
く
大
会
の
進
行

が
で
き
ま
し
た
こ
と
、

そ
し
て
香
川
大
会
を

成
功
に
導
い
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
こ
と
に

感
謝
と
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

特 集
号

特 集

大会テーマ

発信!  PTAとふるさとのソコヂカラ
～空と海　オリーブのくにから～ を掲げて開催

香川大会開催
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第58回中国・四国地区高等学校PTA連合会大会　香川大会開催

感想大会報告

　様々な講師の先生の講演を聞いて、いつ
も感銘を受けますが、宮本亜門先生の講演
は格別でした。今までの自分自身の生き方
から気づいたことをお話いただいたのです
が、ご自身が演出家ということもあり、語
り方が一人芝居を見ているような光景で、
すべての情景が映し出されるようで、から
だの中にスーッと入っていく感覚でした。
　少し人とは変わった少年が信念を通して
成長したこと、またみんなの意見を聞きな
がら、より良いものを作る姿勢、最後に命
の尊さなど、あっという間の90分間でした。
　この素晴らしい講演を拝聴させていただき、幸せな時間を亜門さんと参加者の
皆さんと共有できたことを感謝いたします。

　研究協議は、山口県公立高等学校PTA連合会一柳大志副会長、香川県高等学校
PTA連合会小林康則前副会長の両氏を議長に、三つの実践・研究発表がありました。
　まず、岡山県立井原高等学校岡本健博PTA会長から、「学校教育とPTA」～地
域で織り成すふれ愛まつり～という題で、普通科と専門科が統合されてできた学
校の特色や地元行事などの紹介の後に、PTAによる「井原高校ふれ愛まつり」へ
の模擬店の出店とPTA広報誌「BLOOM」の発行が、学校の教育活動と地域の伝
統行事を支えているという特徴的なPTA活動について発表がありました。
　次に、高知県立高知工業高等学校饌渦教邦PTA会長から、「社会に求められる人
づくり」～探究型人材育成とPTA活動～と題して、保護者向け進路・進学説明会や
PTA・同窓生による模擬面接などの進路指導に関するPTA活動の紹介とあわせて、
高知工科大学の協力を得ながらキャリア教育の視点を取り入れた探求型人材育成
（イノベーションKT）のプログラム開発とその取り組みについて発表がありました。
　最後に、開催県を代表して香川県立琴平高等学校村岡善邦PTA会長から、「被
災地交流を通して」と題して、生徒のボランティア活動をまとめた「琴高ボラン
ティアヒストリー」のビデオ紹介があり、その活動の一つである阪神・淡路大震
災をきっかけに結成され、東日本大震災、熊本地震の各被災地の人との交流を行
う「とらすとＫ（Ｋ＝神戸と琴平、とらすと＝信頼）」の活動とPTAの協力につ
いて発表がありました。
　それぞれの発表は、地域や学校の特性を生かした興味深い内容であり、発表後
には活発な質疑応答が行われ、大変有意義な研究協議となりました。

　小林康則大会実行副委員長の開会のことばの後、国歌斉唱に続き、中国・四国
地区高等学校ＰＴＡ連合会　泉　満会長(香川県高Ｐ連会長)より、大会テーマ
「発信！ＰＴＡとふるさとのソコヂカラ　～空と海　オリーブのくにから～」に
込められた想いに触れた歓迎のあいさつがありました。
　一般社団法人全国高等学校ＰＴＡ連合会　佐野元彦会長からは「人工知能・高
度情報社会化などで目まぐるしく変わっていく環境の中で、将来を担える子ども
たちに成長してほしい」との挨拶がありました。続いて、香川県教育委員会　西
原義一教育長による挨拶のあと、来賓として臨席いただいた、浜田恵造香川県知
事、大西秀人高松市長から祝辞をいただきました。
　高校生による手話通訳（中国・四国地区高Ｐ連会長と香川県教育長のあいさ
つ）は、中四国大会では初めての試みでした。高校生の懸命な、そして堂々とし
た姿に心打たれました。

　高校生による発表は、県立琴平高校なぎなた部の音楽に合わせた一糸乱れぬ
「リズムなぎなた」の演技で幕を開けました。続いて、坂出第一高校食物科料理
研究部の見事な包丁さばきをみせた「料理パフォーマンス」、最後は県立高松商
業高校書道部の躍動感あふれる「書道パフォーマンス」が披露されました。
　県内のそれぞれの部を代表する三校の発表は参加者全員に大きな驚きと感動の
波を広げました。

　高校生の感動的な発表も終わり、いよいよ閉会行事となりました。
　まず、中国・四国地区高Ｐ連　泉　満会長より参加者に対し感謝のことばと来
年度の山口大会成功に向けたエールが送られました。
　続いて、高杉晋作が創設した「奇兵隊」の応援団が登場し、山口県高Ｐ連板谷
　正会長が山口県の紹介を始め、次期大会への参加を呼びかけました。
　最後に林　周二大会実行副委員長の閉式のことばで香川大会が終了しました。
　今大会において、テーマでもあった「ふるさと“香川”のソコヂカラ」を参加
者の皆さんに伝えることが出来た素
晴しい大会であったと思います。そ
してその感動、想いを香川県から次
期開催の山口県へと渡せた大会とな
りました。

開会行事

研究協議

講　演

高校生による発表

閉会行事

違うから面白い、
違わないから素晴らしい

演出家 宮本 亜門 氏

9:00 9:45 10:30 12:00 13:00 16:0014:40 15:45

受 付

（大会プログラム）

開 会
行 事

閉
会
行
事

講 演
90分

昼 食
60分

研究協議
90分

高校生による
発表
60分

特 集
号

高校生による発表

（坂出第一高校）

（琴平高校）

（高松商業高校）
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大会を終えて

　式典部門は緊張する業務でしたが、リハーサルを経て、本番は順調に運営できたと
思います。周到に準備された運営マニュアルと、それを十分に理解されて業務に当た
られた各担当校のPTA役員のチームワークに支えられ、舞台転換や登壇者誘導の遅延
もなく式典を進行できました。さらに講師の宮本氏との会話も楽しい行事でした。

　他県のPTA活動の取り組みを間近に見ることができ、非常に興味深く感じました。
　また、控室で発表者の方々とお会いして、生の声を伺えたのは役得でした。準
備や当日の業務を通して、役員同士の絆も深まったように思います。それぞれの
パートで、各校の皆さんが「おもてなしの心」を持って対応し、会場全体が温か
い雰囲気に包まれた一日でした。

　ご来賓・大会役員より、「瀬戸内海
が一望できる素晴らしい会場での開催、
本当に感激しました。また、大会スタ
ッフ皆様のおかげで、複雑な会場の移
動もスムースにでき、感謝しておりま
す。」と、お言葉をいただきました。

　関係者を含む約2,000名近くのお弁当の配布は最初どうなることかと思ってい
ましたが、スタッフの皆さんのお陰でとてもスムースに行うことができました。
　お弁当は事前に試食会を行い、内容を吟味した甲斐あって、中四国から集まっ
たPTAの皆様には大好評でした。お弁当の空き箱を返しに来られた時に、「ごち
そうさま、とても美味しかったです！」と言っていただけてうれしく思いました。

　昨年の岡山大会をお手本に、四国八十八か所の「お接待」の精神でスタッフ参
加させていただきました。閉会後お見送りの際には多くの方から「ありがとう」
と声をかけていただき、私自身とても貴重な経験をさせていただいた事に改めて
気が付きました。
　また、生徒達の発表に送られた皆様からの惜しみない拍手は彼らの大きな糧に
なることでしょう。開催県の保護者の一人としてお礼申し上げます。本当にあり
がとうございました。
　来年開催されます山口大会のご盛会を心よりお祈り申し上げます。

式典部

会場部

広報記録部

大
会
事
務
局
よ
り

研究協議部

受付部

受付部（弁当配布）

接待部

　JR高松駅、ことでん高松築港駅、貸切バス臨時駐車場、水城通り等あらゆる場
所で、多くのPTAの方々が「おはようございます」と、大きな声で来場者を迎え、
ホール内への案内と誘導を行いました。開会後はすぐさま会場設営等の任務をこ

なし、ゆっくりと聴講する暇もなく、閉
会が迫ると慌ただしく見送りの準備をし
ました。その全てが誰の指示でもなく自
ら率先して行動されていました。
　香川のPTAのソコヂカラが発揮できた
素晴らしい大会であったと思います。

　広報記録部は、進行内容・時間等の記録と、記録写真の撮影を担当しました。
各場面で参加者とスタッフの笑顔に触れることができ、温かい気持ちになりました。
　香川大会に参加させていただき、全てを通して印象に残ったのは３校の生徒た
ちが披露した、高校生による発表でし
た。真剣に取り組むその眼差しと姿勢
は、わが子でなくとも応援してしまう
ほどの本気度が伝わってきました。
　そして、改めて未来を担う子どもた
ちのため、我々保護者が今出来ること
をPTAが一丸となり、より良い明日の
ために頑張っていこうと思いました。

　
本
県
高
Ｐ
連
が
主
管
と
な

り
、
９
年
に
一
度
の
中
国
・

四
国
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
大
会
を
香
川
県
で
開

催
し
、
過
去
最
多
と
な
る

1,
9
1
8
名
の
皆
様
方
の

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
終
了
後
に
は
、
参
加
さ
れ

た
中
国
・
四
国
地
区
の
皆
様

や
役
員
の
方
々
か
ら
「
心
の

こ
も
っ
た
お
も
て
な
し
、
あ

り
が
と
う
。
」
「
本
当
に
楽

し
く
、
内
容
も
素
晴
ら
し
か

っ
た
」
「
高
校
生
の
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
む
発
表
に
感
動
し
、

時
間
が
過
ぎ
る
の
も
忘
れ
て

し
ま
っ
た
。
」
と
の
称
賛
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
言
葉
は
、
安
堵
の
気
持

ち
と
同
時
に
香
川
大
会
の
成

功
を
も
確
信
さ
せ
る
も
の
で

し
た
。
こ
れ
も
、
ひ
と
え
に

担
当
部
会
の
部
長
、
副
部
長

を
中
心
と
し
た
ス
タ
ッ
フ
の

皆
様
方
が
各
々
役
割
分
担
に

責
任
を
持
ち
、
ス
ム
ー
ス
な

大
会
運
営
に
一
致
結
束
し
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
お
蔭

で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
大
会
が
参
加
者
の
皆
様

方
よ
り
高
い
評
価
を
得
て
、

大
成
功
裡
に
無
事
終
え
る
こ

と
が
で
き
た
の
も
、
ピ
ン
ク

の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
着
て
汗
だ

く
に
な
り
な
が
ら
「
お
も
て

な
し
」
の
気
持
ち
に
徹
し
て

い
た
だ
い
た
約
1
8
0
名
の

ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
方
の
ご
協

力
の
賜
で
す
。
本
当
に
頭
の

下
が
る
思
い
で
、
心
か
ら
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
、
香
川
大
会
の
開

催
に
当
た
り
ご
協
力
、
ご
支

援
い
た
だ
き
ま
し
た
加
盟
各

校
、
会
員
の
皆
様
、
そ
し
て
、

陰
な
が
ら
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
す
べ
て
の
皆
様
、
本
当
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
本
県
高
Ｐ
連

へ
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
井
上
）

スタッフ
の声

舞台転換

笑顔でお迎え

舞台進行（舞台袖）

来賓誘導スタンバイ（楽屋裏）

心を込めてお見送り

写真撮影に応じる会場係

（石田高校）

会場への案内・誘導

弁当配布準備 配布開始 高校生の生産品販売（農業経営高校） （笠田高校）
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本
年
６
月
10
日
の
総
会
で
ご
承
認

い
た
だ
き
、
５
期
目
の
会
長
職
を
務

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
会
員
の

皆
様
の
ご
支
援
ご
理
解
に
改
め
て
お

礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
高
Ｐ
連

の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
め
ざ
し
新
た
な

執
行
体
制
の
も
と
、
皆
様
と
と
も
に

力
強
く
前
進
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
核
家
族
化
や
少
子
化
が
進

み
社
会
の
あ
り
方
が
大
き
く
変
わ
り

つ
つ
あ
る
中
で
、
家
庭
や
地
域
社
会

の
教
育
力
低
下
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
家
庭
教
育
と
は
「
親
が
子
ど
も

に
家
庭
内
で
言
葉
や
生
活
習
慣
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
生
き
て
い

く
う
え
で
必
要
な
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
を

身
に
つ
け
る
援
助
を
す
る
こ
と
」
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
日
、
社
会
状

況
や
生
活
環
境
も
私
た
ち
が
育
っ
た

時
代
と
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
に
「
何
を
ど
う
伝

え
て
い
け
ば
い
い
の
か
？
」
、
こ
れ

か
ら
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

「
子
ど
も
は
ま
さ
に
社
会
を
映
し

出
す
鏡
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
残
念

な
こ
と
に
子
ど
も
た
ち
の
社
会
的
迷

惑
行
為
が
多
く
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。
規
範
意
識
や
倫
理
観
、
忍
耐
力

の
低
下
や
地
域
社
会
に
お
け
る
対
人

関
係
の
希
薄
化
な
ど
、
状
況
は
あ
ま

り
よ
い
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
子
ど

も
た
ち
を
犯
罪
に
誘
い
込
む
よ
う
な

大
人
社
会
の
モ
ラ
ル
低
下
も
大
き
な

問
題
で
、
努
力
し
て
も
な
か
な
か
解

決
で
き
な
い
と
い
う
現
実
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ

「
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
生
き
る

力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
」
「
子
ど
も

の
健
全
な
成
長
を
図
る
」
と
い
う
学

校
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
目
的
が
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　

今
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
不
透
明
な
経
済
、
自
然
災
害
な

ど
に
よ
る
将
来
へ
の
不
安
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

問
題
、
薬
物
乱
用
、
虐
待
、
ネ
ッ
ト

い
じ
め
、
貧
困
に
よ
る
教
育
機
会
の

不
平
等
な
ど
解
決
を
急
が
れ
て
い
る

問
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

続
い
た
震
災
で
は
多
く
の
高
校
生
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
躍
し
「
自
分
た

ち
が
社
会
か
ら
必
要
と
さ
れ
て
い

る
」
こ
と
を
感
じ
そ
の
想
い
を
共
有

し
た
と
思
い
ま
す
。
高
校
時
代
と
い

う
人
生
の
最
も
多
感
な
時
期
に
子
ど

も
た
ち
が
何
に
悩
み
、
何
を
欲
し
て

い
る
の
か
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
し
て

と
も
に
語
り
と
も
に
学
べ
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
各
校

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
の
取
り
組
み
を
大

切
に
し
て
、
高
Ｐ
連
と
し
て
情
報
の

共
有
化
を
図
り
な
が
ら
子
ど
も
た
ち

の
健
全
な
育
成
の
た
め
に
と
も
に
行

動
し
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会長あいさつ

香川県高等学校PTA連合会

会長　泉　　満
お知らせ

　平成28年度全国高Ｐ連定時総
会において、本県泉　満会長が
中国・四国地区を代表して
「全国高Ｐ連理事」に、さらに
「健全育成委員会委員長」に選
出されました。香川県高Ｐ連、
中国・四国地区高Ｐ連と並行し
て、全国高Ｐ連の活動も担われ
ますが、幅広い活躍を期待して
おります。

香川県高等学校PTA活動推進功労者表彰式及び高P連総会
一般財団法人香川県高等学校教育振興会定時評議員会
香川県高等学校PTA活動推進功労者表彰式及び高P連総会
一般財団法人香川県高等学校教育振興会定時評議員会

平成28年度

役員名簿役員名簿

　
６
月
10
日
、
レ
ク
ザ
ム
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
平
成
28
年
度
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
推
進
功
労
者
表
彰
式
、
香
川
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
総
会
及
び
一
般
財
団
法
人
香
川
県
高
等
学
校
教
育
振
興
会

定
時
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
西
原
県
教
育
長
を
始
め
、
県
教
育
委
員
会
、

関
係
団
体
等
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
退
任
さ
れ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
推
進
功
労
者
と
し
て
、
表
彰
状

33
名
、
感
謝
状
48
名
、
県
連
本
部
功
労
者
６
名
が
受
賞
さ
れ
、

泉
　
満
会
長
か
ら
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
来
賓
祝

辞
の
あ
と
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
香
川
中
央
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

で
あ
り
、
本
会
副
会
長
で
あ
っ
た
小
林
康
則
様
が
謝
辞
を
述
べ

て
式
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
高
Ｐ
連
総
会
に
お
い
て
は
、

○
27
年
度
事
業
報
告

○
27
年
度
収
支
決
算
、

　
監
査
報
告

○
28
年
度
事
業
計
画
案

○
28
年
度
収
支
予
算
案

○
28
年
度
役
員
の
選
任

○
第
58
回
中
四
国
地
区
高
Ｐ
連
大
会
（
香
川
大
会
）
に
つ
い
て

○
第
66
回
全
国
高
Ｐ
連
大
会
（
千
葉
大
会
）
に
つ
い
て

　
の
議
案
に
つ
い
て
、
本
会
役
員
よ
り
説
明
・
報
告
の
後
、
審

議
さ
れ
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
第
58
回
中
国
・
四
国
地
区
高
Ｐ
連
大
会
香
川
大
会
に

つ
い
て
は
、
開
催
ま
で
あ
と
１
ケ
月
に
迫
り
、
出
演
さ
れ
る
各

学
校
に
準
備
・
練
習
に
対
す
る
お
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
各
部
別
名
簿
を
提
示
し
、
大
会
当
日
は
そ
の

方
々
を
中
心
に
総
勢
約
１
８
０
名
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
運
営
し

て
い
く
こ
と
、
来
る
６
月
28
日
に
、
「
代
表
責
任
者
打
ち
合
わ

せ
会
」
を
開
催
し
、
任
務
に
つ
い
て

の
最
終
確
認
を
行
い
、
県
下
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
チ
カ
ラ
を
結
集
し
参
加
者
の
皆
様

を
万
全
の
態
勢
で
お
迎
え
す
る
こ
と

を
再
度
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
教
育
振
興
会
定
時
評
議

員
会
に
お
い
て
は
、

○
27
年
度
事
業
報
告

○
27
年
度
収
支
決
算
、
監
査
報
告

○
理
事
及
び
監
事
の
任
期
満
了
に
伴

う
改
選

　
の
３
議
案
が
滞
り
な
く
議
了
し
た

の
ち
報
告
事
項
に
移
り
ま
し
た
。

○
28
年
度
事
業
計
画

○
28
年
度
収
支
予
算

○
公
益
事
業
に
つ
い
て

　
以
上
を
も
っ
て
会
は
終
了
し
ま
し

た
。

役職名
会　長
副会長

理　事

氏　名
泉　　　満
川北　繁伸
川西　健雄
竹内　秀夫
吉田　重隆
溝渕　祥民
村上　直樹
植田　昌和
谷畑　佳邦

所属PTA
高　松　南
三　本　松
香 川 中 央
丸　　亀
石　　田
高　　松
高　松　西
坂 出 工 業
善通寺第一

単P等職名
顧　問
会　長
会　長
校　長
校　長
校　長
会　長
会　長
会　長

役職名
理　事

常務理事
監　事

顧　問

氏　名
高井　信一
合田　貴憲
栗林　　哲
小野　眞澄
竹内　　伸
井上　直樹
藤野　譲二
大西　　浩
綾田　福雄

所属PTA
観音寺第一
観音寺中央
坂 出 第 一
大　手　前
聾

高Ｐ連事務局
高 松 工 芸
丸 亀 城 西
元高Ｐ連会長
（大手前高松）

単P等職名
校　長
会　長
校　長
校　長
校　長
事務局長
会　長
会　長
顧　問

平成28年度　一般財団法人
香川県高等学校教育振興会

役職名
理事長
常務理事
理　事

監　事

氏　名
泉　　　満
井上　直樹
竹内　秀夫
中筋　政人
高井　信一
中條　敏雄
小野　眞澄
藤野　譲二
大西　　浩

所属校等
高　松　南
振興会事務局
丸　　亀
高 松 商 業
観音寺第一
高 松 第 一
大　手　前
高 松 工 芸
丸 亀 城 西

所属高校等役職名
顧　問
事務局長
校　長
校　長
校　長
校　長
校　長
会　長
会　長

平成28年度　香川県高等学校PTA連合会
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本
校
は
、
今
年
度

創
立
百
十
六
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
南
原

繁
先
生
の
母
校
、
伝

統
あ
る
三
高
に
入
学

で
き
た
こ
と
を
生
徒

そ
れ
ぞ
れ
が
誇
り
に

思
い
、
文
武
両
道
の
高
校
生
活
を
楽
し
ん
で

い
る
姿
が
目
に
と
ま
り
ま
す
。

　

春
の
虎
丸
登
山
や
体
育
祭
、
総
体
や
文
化

祭
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
と
の
か
か
わ
り
を
密

に
し
よ
う
と
行
事
に
足
を
運
ぶ
保
護
者
も
多

く
見
ら
れ
ま
す
。

　

体
育
祭
で
は
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
カ
ラ
ー
ポ

リ
袋
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
見
立
て
て
作
っ
た

ゼ
ッ
ケ
ン
を
生
徒
た
ち
が
着
る
の
が
恒
例
に

な
っ
て
お
り
、
保
護
者
か
ら
も
好
評
で
す
。

生
徒
が
考
え
た
ダ
ン
ス
＆
準
備
体
操
や
、
先

生
が
歌
謡
曲
を
歌
っ
て
く
だ
さ
る
ク
イ
ズ
、

仮
装
リ
レ
ー
、
先
生
方
の
チ
ー
ム
リ
レ
ー
な

ど
、
盛
り
沢
山
の
内
容
に
先
生
方
と
生
徒
の

心
の
近
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
さ
に
「
繋
」

の
三
本
松
高
校
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

家
庭
だ
け
で
は
で
き
な
い
「
心
育
て
」
を
先

生
方
に
し
て
い
た
だ
け
て
い
る
こ
と
を
痛
切

に
実
感
し
て
い
ま
す
。
保
護
者
も
こ
の
輪
の

中
に
加
え
て
も
ら
い
た
い
！
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
で
き
る
こ
と
に
取
り
組
み
た
い
！
と

考
え
、
今
年
度
初
め
て
文
化
祭
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ

ザ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
に
至
り
ま
し
た
。
物

品
収
集
や
販
売
会
場
の
準
備
な
ど
先
生
方
に

も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
役
員
は
用
品
の
値
札

付
け
や
看
板
作
り
な
ど
会
員
同
士
の
輪
も
広

が
っ
た
よ
う
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
お
か
げ

で
新
し
い
人
と
繋
が
れ
た
喜
び
が
生
ま
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
た
く
さ
ん
の
地
域
の
方
や
保
護

者
の
皆
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
在

校
生
を
は
じ
め
三
高
を
思
う
卒
業
生
の
皆
様

か
ら
の
物
品
提
供
が
あ
っ
て
こ
そ
の
こ
の
取

り
組
み
で
し
た
の
で
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に

助
け
ら
れ
て
の
成
功
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
収
益
金
は
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
役

立
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

三
高
は
、
こ
れ
ま
で
の
愛
着
あ
る
校
舎
か

ら
、
現
在
新
校
舎
完
成
に
向
け
て
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
建
物
は
新
し

く
な
り
ま
す
が
、
三
高
生
の
伝
統
を
繋
ご
う

と
す
る
心
意
気
は
こ
れ
か
ら
も
繋
が
っ
て
い

く
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

P T A 活 動 紹 介

三本松
高校

坂出商業
高校

　

本
校
は
、
大
正
３

年
に
創
立
さ
れ
、
幾

多
の
変
遷
を
経
て
平

成
26
年
に
１
０
０
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

「
誠
実
、
勤
勉
、
礼

節
」
の
校
訓
の
も
と
、
情
報
社
会
、
ビ
ジ
ネ

ス
社
会
で
活
躍
す
る
「
商
業
と
情
報
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
」
を
目
指
し
て
学
習
や
部
活
動

に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
中
で
も
、
12
月
商
店

街
で
開
催
す
る
販
売
実
習
坂
商
フ
ェ
ア
「
セ

キ
レ
」
は
今
年
で
７
年
目
を
迎
え
ま
す
。
こ

の
フ
ェ
ア
は
、
文
字
通
り
商
業
の
実
務
を
実

体
験
す
る
の
が
目
的
で
、
生
徒
自
ら
仕
入
・

販
売
・
決
算
ま
で
行
い
ま
す
。
教
育
の
一
環

で
、
全
校
生
徒
総
出
で
出
資
金
方
式
に
よ
り

株
式
会
社
（
模
擬
）
を
設
立
し
、
商
店
街
の

お
店
と
一
体
化
し
て
営
業
し
ま
す
。
日
用
雑

貨
な
ど
の
物
品
販
売
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｂ
級
グ

ル
メ
、
地
域
の
特
産
品
、
食
べ
物
、
縁
日
、

ゲ
ー
ム
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
な
ど
…
。
特
価

商
品
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
写
真
部
・
書

道
部
・
茶
華
道
部
・
美
術
部
な
ど
の
文
化
部

の
活
動
展
は
坂
出
イ
オ
ン
１
階
の
特
設
会
場

に
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
販
売
す
る
商
品
の

中
に
は
、
企
業
の
皆
様
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
い
、
新
た
に
生
み
出
し
た
商
品
も
あ
り
、

坂
出
ブ
ラ
ン
ド
に
認
定
さ
れ
る
な
ど
、
高
く

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
徒
は
将
来
「
高
級
車
に
乗
り
た
い
」
、

「
豪
華
な
家
に
住
み
た
い
」
な
ど
多
く
の
夢

を
持
っ
て
い
ま
す
。
夢
を
実
現
す
る
為
に
、

「
家
業
を
継
ぎ
た
い
」
「
自
分
で
な
に
か
新

な
商
売
を
始
め
た
い
」
。
そ
ん
な
風
に
思
っ

て
い
る
生
徒
も
多
く
い
ま
す
。
特
に
お
金
や

人
脈
や
ス
キ
ル
な
ど
、
何
も
な
い
人
に
と
っ

て
は
、
始
め
よ
う
と
し
て
も
ま
ず
何
が
商
売

に
な
る
の
か
、
ど
ん
な
物
が
売
れ
る
の
か
を

考
え
て
い
る
う
ち
に
挫
折
し
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
そ
の
後
押
し
を
「
セ
キ
レ
」
は
担

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
10
月
に
開
催
さ
れ
る
「
坂
出

地
区
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
親
睦
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
で
は
、
保
護
者
と
先
生
方
が
一
つ
の
目
標

に
向
か
っ
て
汗
を
流
し
ま
す
。
こ
の
親
睦
こ

そ
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
学
校
を
結
び
付
け
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
る
上
で
最
も
重
要
な
場

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

市
内
の
高
校
と
の
合
同
行
事
は
、
他
校
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
と
の
交
流
も
図
れ
、
地
域
の
子

供
を
育
ん
で
い
く
上
で
の
連
携
に
繋
が
っ
て

い
き
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
保
護
者
だ
け
で
は
で
き
ま

せ
ん
。
教
師
・
親
が
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
果
た

し
、
地
域
の
方
々
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
成

り
立
っ
て
い
く
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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告千葉

P T A  N E W S

高校生総合保障制度

高Ｐ連より（一般財団法人香川県高等学校教育振興会主催）

期　日　平成28年10月14日（金）・15日（土）
訪問校　武庫川女子大学、関西学院大学、流通科学大学、
　　　　神戸電子専門学校

〈担当代理店〉譌アワード　　TMG（トータルマネジメントグループ）　　譁アイネクスト

　全国のPTAから多くの善意が寄せられ、7月現在総額
26,717,754円に達し、去る6月26日に開催された全国高Ｐ連定
時総会において、2,600万円を九州地区PTA連合会に第1次配分
として寄託しました。
　全国高Ｐ連では、義援金の募金活動とその他の支援策につい
ても今後継続していきます。

　平成27年度に寄せられた義援金は、総額2,731,795円に達しました。
　去る6月26日に開催された全国高Ｐ連定時総会において、前期繰越差額を加えた270万円を福
島県高Ｐ連に第8次配分として寄託しました。
　全国高Ｐ連では、義援金の募金活動を継続します。

　今年度本県高Ｐ連総会でお知らせしましたとおり、懸案事項でありました標記制度掛け金が平成
29年度より改定されることが平成28年度5月22日の全国高Ｐ連理事会において決定いたしました。
　自転車事故を中心とする賠償事故の保険金支払いの高額化並びに事故発生頻度の増加等によ
り収支が取れない状況が続いているためです。全国高Ｐ連としては、自転車の交通マナー等の
啓発活動をとおして、事故削減に向けて引き続き取り組みをしていきます。

第23回大学・専門学校訪問研修会の実施

全国高Ｐ連より
「平成28年熊本地震」義援金活動について
（お礼とご報告）

全国高Ｐ連より
「東日本大震災」義援金報告と募金活動の継続

全国高Ｐ連より

改定額　300円→400円

「全国高Ｐ連賠償責任補償制度」の掛け金が平成29年度より改定されます。

祝 表 彰
～おめでとうございます～

　千葉大会において香川県より受賞さ
れた優良PTA文部科学大臣表彰、個人・
団体表彰者（校）は、次のとおりです。

平成28年度
優良PTA文部科学大臣表彰団体

全国高P連会長表彰（個人）

全国高P連会長表彰（団体）

小林　康則　氏
（香川中央高校前PTA会長）
単Ｐ副会長１年
単Ｐ会長２年
県高Ｐ連副会長２年

（左） （右）
林　　周二　氏
（三本松高校前PTA会長）
単Ｐ会長１年
県高Ｐ連副会長１年

香川県立香川中央高校PTA

（左）
香川県立
土庄高校PTA

（右）
香川県立
観音寺中央高校PTA

　
８
月
25
・
26
日
、
第
66
回

全
国
高
Ｐ
連
大
会
千
葉
大
会

が
、
幕
張
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
、
全

国
各
地
よ
り
約
１
万
名
、
香

川
県
か
ら
は
36
校
70
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
25
日
、
開
会
式
・
表
彰
式

の
後
、
千
葉
敬
愛
短
期
大
学

　
学
長
　
明
石
要
一
氏
に
よ

る
『
高
校
生
の
自
立
を
支
援

す
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
在
り

方
』
〜
今
こ
そ
信
じ
よ
う
高

校
生
を
〜
』
と
題
し
た
基
調

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
先

生
は
ま
ず
時
代
が
変
わ
り
、

高
校
生
も
変
わ
っ
た
。
例
え

ば
「
も
の
ご
と
を
決
め
る
力

が
育
っ
て
い
な
い
」
「
子
ど

も
の
大
人
化
が
進
ん
で
い

る
」
「
自
尊
感
情
が
低
い
」

な
ど
。
そ
の
課
題
に
は
、
家

庭
と
学
校
と
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
発
揮
し
協
力
し
て
対
応
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
、
具
体
的
な
ヒ
ン
ト
を
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
『
二
つ
の
風
（
家
風
と
校
風
）
と
一
つ
の
色
（
地
域

色
）
』
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。
家
風
を
起
こ
し
、
校
風
を
盛
り
上

げ
、
地
域
色
を
出
す
。
こ
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
に
よ
り
、
楽
し
く
バ

ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
活
動
を
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
会
場
を
包
み
込
む
よ
う
な
話
ぶ
り
で
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
講
演
で
し
た
。

　
分
科
会
は
７
会
場
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
「
第

２
分
科
会
」
は
、
「
進
路
指
導
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
〜
再
発
見
！
愛
　
希
望

進
路
を
実
現
す
る
進
路
指
導
〜
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
４
校
よ
り
研
究

協
議
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
宮
城
県
仙
台
向
山
高
等
学
校
の
進
路

学
習
「
向
陵
プ
ラ
ン
」
の
取
り
組
み
、
栃
木
県
立
栃
木
高
等
学
校
の

90
％
を
超
え
る
驚
異
的
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
出
席
率
か
ら
の
進
路
指
導
へ

の
効
果
、
福
井
県
立
福
井
農
林
高
等
学
校
の
産
業
界
と
連
携
さ
れ
た

模
擬
面
接
の
取
り
組
み
と
グ
リ
ー
ン
メ
ー
ル
に
よ
る
学
校
と
家
庭
の

つ
な
が
り
、
高
知
県
立
高
知
工
業
高
等
学
校
の
探
求
型
人
材
育
成

（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
Ｋ
Ｔ
）
の
取
り
組
み
。
ど
れ
も
子
ど
も
た
ち
の

夢
の
実
現
に
向
け
て
の
学
校
・
地
域
・
家
庭
・
産
業
界
の
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
、
そ
し
て
そ
の
つ
な
が
り
・
連
携
を
深
め
る
ア
イ
デ
ア
に
満

ち
あ
ふ
れ
た
も
の
で
し
た
。
こ
の
４
校
の
発
表
は
、
私
た
ち
Ｐ
Ｔ
Ａ

が
進
路
実
現
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
、
向
か
い
あ
っ
て
い
く
べ
き
か

を
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
翌
26
日
は
、
千
葉
市
出
身
の
女
優
　
市
原
悦
子
氏
の
「
私
の
選
ん

だ
女
優
の
道
」
と
題
し
た
記
念
公
演
が
あ
り
ま
し
た
。
自
身
の
生
い

立
ち
か
ら
始
ま
り
、
少
々
お
て
ん
ば
な
少
女
が
様
々
な
出
会
い
と
修

行
を
重
ね
て
女
優
に
な
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ユ
ー
モ
ア
ま
じ
え
て
語

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
朗
読
は
、
一
人
舞
台
の
よ
う
な
話
し
ぶ
り
で
、

言
葉
一
つ
ひ
と
つ
に
魂
が
宿
っ
て
い
る
よ
う
で
、
独
特
の
世
界
観
に

引
き
込
ま
れ
、
ゆ
る
や
か
に
時
が
流
れ

る
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　
公
演
後
は
分
科
会
の
報
告
に
移
り
、

各
分
科
会
を
代
表
し
て
全
国
高
Ｐ
連
理

事
の
代
表
者
に
よ
る
ま
と
め
を
行
い
ま

し
た
。

　
続
く
閉
会
式
で
は
、
千
葉
大
会
実
行

委
員
長
よ
り
参
加
の
皆
様
へ
感
謝
の
言

葉
が
述
べ
ら
れ
、
次
期
開
催
地
の
静
岡

県
へ
と
高
Ｐ
連
旗
が
引
き
継
が
れ
盛
況

の
中
閉
会
し
ま
し
た
。

「再発見！愛」大会テーマ

～今こそ信じよう愛の絆～

本県泉会長が第2分科会の報告を担当


